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日立アカデ ミ ーが提供するデジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メー シ ョ ン研修

多くの企業においてDXは、実証実験段階から
実行段階へ移行しつつあります。このことによりDXを
担うデジタル人財が不足しています。また、従来の
ITエンジニアはデジタル人財への職種転換が求め
られています。
株式会社 日立インフォメーションアカデミー、
株式会社 日立総合経営研修所、
株式会社 日立製作所 日立総合技術研修所は、
2019年4月1日に統合し、
「株式会社 日立アカデミー」として、新会社に移行
して以来、各社がこれまで蓄えてきた知見と、
連携を通じて得られた現場の取り組み、ノウハウを
融合して、DX研修体系として新たに整備しました。

今、あらゆる産業において、AI×データ、IoTの活用などにより、新たなサービス、新たなビジネスが立ち上がり、
事業構造が変革しようとしています。こうした変革は、デジタルトランスフォーメーション(DX)と呼ばれ、どの企業に
おいても重点経営課題として議論されています。

DXは過去に起きた技術トレンドとは異なり、現在の社会を刷新し、新たな社会であるSociety5.0をめざす
ための手段として注目されています。経団連が発表した資料「Society5.0概要」には、「デジタル革新と多様な
人々の想像・創造力の融合によって、社会の課題を解決し、価値を創造する社会」と定義されています。

デジタルトランスフォーメーション

研修体系

株式会社 日立アカデミー

Course List

DX全体/共通(オーダー研修可) デジタル時代のサービスの基礎
(オーダー研修可) イノベーション実行プロセスのマネジメント
[コースコード：HSJ163] クリエイティブシンキング

(オーダー研修可) DXのためのイノベーションワークショップ
(オーダー研修可) デジタル技術のトレンドとその活用
(オーダー研修可) デジタルビジネスを支えるIoTの理解
[コースコード： HSV158] イノベーションプロセスを強化するシナリオプランニング【バーチャル・クラスルーム】
[コースコード： HSV175] データ利活用のパターンとビジネス着想【バーチャル・クラスルーム】

[コースコード： HSV159] 顧客価値発見とビジネスモデルのデザイン【バーチャル・クラスルーム】

[コースコード： HSV213] デジタル時代における成果型サービスのデザイン
－ジョブ理論とダブルダイヤモンドフレームワークの活用－【バーチャル・クラスルーム】

[コースコード： HSV209] デジタル時代における収益モデルのデザイン
－KPIツリーによる事業性の評価－ 【バーチャル・クラスルーム】

[コースコード： HSV182] （PDU）ITビジネスにおける戦略の基本と最新動向
－イノベーション実現のために－ 【バーチャル・クラスルーム】

[コースコード： SPJ064] スクラムの基礎と実践
[コースコード： HSV109] データ分析手法の理論と適用

－ビジネスにおける統計的手法活用の広がり－【バーチャル・クラスルーム】
[コースコード： HSV198] 定量分析のスキル【バーチャル・クラスルーム】
[コースコード： DBV120] 機械学習 ケーススタディで学ぶ実践編

－製造物の種類判別と生産設備の故障予兆－【バーチャル・クラスルーム】

DX全体共通

課題分析

仮説構築

プロトタイピング
と

価値検証

おすすめのコース

おすすめのコース

おすすめのコース

おすすめのコース

※その他のコースは、別紙をご覧ください。
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D Xのプロセスから人財育成への落とし込み

真のDX組織は、

①~⑤が途切れることなく

回り続けます。

課題分析 仮説構築
プロトタイピング

と
価値検証

・社会変化からの着想
・顧客課題からの着想
・技術からの着想
・業種・業務知識からの
着想

・ビジネスモデルの構想
・事業戦略立案･評価
・サービスデザイン
・リスクマネジメント

・システムアーキテクチャー
・ソフトウェアエンジニアリング
・データサイエンス活用計画
・エッジコンピューティング
・データ収集・統合・加工
・データ蓄積
・ツールを活用した分析
・プログラミングによる分析
・サービスを活用した分析

DX実現に
必要な
共通スキル

ビジネス上の
課題分析・仮説構築に
必要なスキル

DX全体共通

・DXマインド
・DXプロセス
・DXマネジメント

各プロセスを

複数のスキルを持った

人財が協創しながら

DXを実現していきます。

実装
適用

DXを実現する

プロセスをタスク分類し

研修体系を整備

しています。

ビジネスデザイン

データサイエンス

デジタルテクノロジー

ビジネス上の課題を
データの力を用い
解決するスキル

デジタル技術を用いて
ビジネス上の課題を
解決するスキル

この課題をこんな
データで解いて、
エコシステムを

作りたいと想像する

業務、サービスなど、
ビジネス(事業)として
どういう形になるか
周囲の共感を
得るような絵

(ビックピクチャ)を描く

データの利活用や
データ分析で解く
ビジネス課題として

定義する

データの利活用や
データ分析に必要なデ

ジタルデータを
取得する

業務プロセスを
変え、業務に

モデルを組み込む

妄想する データを
入手する

業務へ
落とし込む企画する絵にする
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PROCESS DX研修体系

Case Study
日立のデジタル事業をけん引する人財

日立ではデジタル事業をけん引する人財の強化を推進しています。

D X の プ ロ セ ス を 軸 に
タ ス ク ・ ス キ ル に マ ッ ピ ン グ し た
研 修 を 多 数 ご 用 意 し て い ま す 。

重要要素 参考要素*1：Proof of Concept(概念実証)
*2：Proof of Value(価値実証)
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